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■
ủ
年
末
年
始
特
別
警
戒
Ứ
実
施
中
で
す
Ố
犯
罪
の
被
害
や
交
通
事
故
に
注
意
し
て
ỏ
楽
し
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
Ỷ
う
Ố
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中
央
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前
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流
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実
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ỜỐ
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エ
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ồ
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緯
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1
1
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い
ん
ざ
い
七
福
神
め
ぐ
り

　
8
カ
所
を
2
日
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分
け
て
巡
り
ま
す
Ố

ừ
A
コ
ồ
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・
約
　
娃
Ử
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総
線
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ニ
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ồ
タ
ウ
ン
中
央

駅
集
合
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ニ
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タ
ウ
ン
中
央
駅
ˣ
泉
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寺
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光
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勝
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千
葉
ニ
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ウ
ン
中
央
駅
Ố

■時 
平
成
　
年
1
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日
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・
午
前
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時
　
分
出
発
ỏ
午
後
3
時
解
散
Ố
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ừ
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ồ
ス
・
約
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Ử

胸
中
央
公
民
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大
森
Ờ
集
合
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中
央
公
民
館
ˣ
上
町
観
音
堂
ˣ
三

宝
院
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宝
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楽
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厳
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社
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央
公
民
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Ố
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平
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28
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午
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時
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者
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料
ỜỐ

■定 
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人
Ố

50
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を
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参
Ố
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所
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28

電
話
番
号
を
メ
ồ
ル
ま
た
は
F
A
X

で
左
記
へ
Ố
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※
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
午
後
7

時
Ỗ
9
時
Ố

　ủば
ら
ỳ
葉
ま
ん
じ
ỵ
う
Ứ

　
　
　
　
　
　
　
　
を
作
ろ
う

　
印
西
の
郷
土
料
理
ỏ
ば
ら
ỳ
葉

ớ
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
Ờ
を
使
ỳ
た
お

ま
ん
じ
ỵ
う
を
地
区
健
康
推
進
員
と

一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
Ố

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
牙
・
午
前
　

28

28

10

時
Ỗ
正
午
Ố

講
座
・
催
し

　平成25年3月31日まで（予防接種法に基づく定期接種化
以前）に市町村の助成により、子宮頚がん、ヒブワクチン、小
児肺炎球菌ワクチンの接種をした人で、接種後に何らかの症
状が生じて医療機関を受診した場合、接種との関連性が認め
られると、医療費と医療手当が支給される場合があります。
　この認定を受けるには、独立行政法人医薬品医療機器総合
機構（PMDA）に請求する必要があります。
　支給対象は、請求した日からさかのぼって5年以内に受け
た医療に限られます。詳細は下記へお問い合わせください。
【相談窓口】　
　医薬品医療機器総合機構（PMDA）救済制度相談窓口（フ
リーダイヤル・緯0120－149－931）。受付時間は月曜日
～金曜日（祝日・年末年始を除く）午前9時～午後5時。

子宮頚がん等ワクチン接種にかかる
医薬品副作用被害救済制度

税
金

　太
陽
光
発
電
設
備
を

　
　
　
　
　
設
置
さ
れ
た
人
へ

　
太
陽
光
発
電
設
備
ớ
ソ
ồ
ラ
ồ
パ

ネ
ル
発
電
Ờ
は
償
却
資
産
と
し
て
固

定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
ớ
下
表
参
照
ỜỐ

　
対
象
と
な
る
場
合
は
ỏ
毎
年
1
月

末
ま
で
に
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
Ố
市
か
ら
申
告
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
ỏ
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
Ố

　
償
却
資
産
は
課
税
標
準
額
の
合
計

が
1
5
0
万
円
未
満
の
場
合
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
が
ỏ
事
業
を
営
ま
れ
て

い
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
Ố

※
設
備
に
よ
ỳ
て
は
ỏ
課
税
標
準
額

を
一
定
期
間
減
ら
せ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
Ố
詳
し
く
は
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

を
参
照
Ố

■問 
資
産
税
課
家
屋
班ớ
緯
内
線
3
3
2
ỜỐ

胸太陽光発電設備の申告対象胸
10kw未満の
太陽光発電設備

10kw以上の
太陽光発電設備

区　分

住宅用設備となり
申告対象外

事業用資産となり
申告対象

個人設置(住宅用)

事業用資産となり申告対象
個人設置(事業用)
・法人設置

※余剰売電、全量売電の契約に関わらず事業用資産の発電設備
は申告対象。事業用と住宅用の双方に利用している場合、利用
割合に関わらず発電設備すべてが事業用となり申告対象。

まんじゅうをふかすときに
ばらっ葉を敷きます

そ
う
Ố
今
回
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に
血
管
年
齢
の
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易
測
定
も
で
き
ま
す
Ố
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ồ
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森
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管
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ỏ
内
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を
減

ら
す
食
生
活
の
講
話
ỏ
簡
単
に
で
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料
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介
と
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Ố
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内
在
住
で
ỏ
健
診
の
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Ố
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健
康

　子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
市
で
は
ỏ
中
学
3
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
医
療
に
か
か
る
費
用
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
Ố

　
こ
の
助
成
を
受
け
る
に
は
ỏ
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
Ố
出
生
や
転
入

な
ど
の
事
由
が
発
生
し
て
か
ら
ỏ
一

カ
月
以
内
に
申
請
が
あ
ỳ
た
場
合
は
ỏ

そ
の
日
に
さ
か
の
ぼ
ỳ
て
受
給
資
格

が
発
生
し
ま
す
Ố
申
請
が
遅
れ
る
と
ỏ

申
請
日
以
降
の
資
格
と
な
り
ま
す
の

で
ỏ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人
は
お

早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
Ố
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て
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4
2
・
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子
育
て

　食
事
で
ス
リ
ム
ア
ỽ
プ
教
室

　
食
事
の
改
善
で
内
臓
脂
肪
を
減
ら

　
　
月
　
日
　
ま
で
ủ
冬
の
交
通
安
全
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運
動
Ứ
を
実
施
中
で
す
Ố
忙
し
い
師
走
ỏ

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
Ỷ
う
Ố

ừ
重
点
目
標
Ử

臼
飲
酒
運
転
の
根
絶

渦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

嘘
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

唄
全
席
の
シ
ồ
ト
ベ
ル
ト
と
チ
Ỿ
イ
ル

ド
シ
ồ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
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ỳ
く
り
走
ろ
うう
外外
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ろ
う

 守
ろ
う
交
通
安
全

交
通
安
全

　11月5日、永治小学校の児童が「うちわ劇」で人権を
学びました。思いやりの心を育んでもらおうと人権擁護
委員のみなさんが実施したもので、登場人物が書かれた
うちわを手に持ち、仲間外れの子がでてしまう場面を演
じると、児童たちは一人ぼっちになった子はどんな気持
ちになるかを考えました。
　劇を見終えた
児童からは活発
な意見が出され、
一人ひとりが大
切な存在である
ことを改めて学
びました。
■問 市民課戸籍班
（緯内線232）。

　児童虐待は相談件数も合わせて増加
の一途をたどっており、社会全体で解
決しなければならない問題です。
　このような状況を少しでも改善する
ため、11月7日「いんざい産業まつり」
の会場で、民生委員・児童委員、主任児童
委員で構成される児童専門部会のみな
さんが、11月の「児童虐待防止推進月
間」に合わせ、児童虐待防止を来場者に
呼びかけ啓発用の物品を配布しました。
　児童専門部会では、このような活動
を含め、各地域で児童健全育成のため
に活動しています。
■問 子育て支援課子育て支援班（緯内線
246）。 うちわの顔パネルは手作りでうちわの顔パネルは手作りですす
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ザ
イ
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ん
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イ
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介

し
て
い
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す
Ố
折
紙
は
ỏ
地
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進
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協
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会
に
よ
る
発
案
Ố
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は
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ん
ザ
イ
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あ
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Ố
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ザ
イ
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介
護
保
険
料
第
5
期

介
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納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
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が
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の
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い
Ố

■問 
介
護
保
険
課
介
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2
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人権擁護委員による人権教室

「うちわ劇」で思いやりを育む
いんざい産業まつりで実施

児童虐待防止キャンペーン

 齊
藤
悦
江
氏ớ
竹
袋
Ờが
総
務
大
臣
表
彰

 香
取
正
勝
氏ớ
大
森
Ờが
総
務
大
臣
感
謝
状
 を
受
賞
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人
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周
年
の
記
念
の
年
に
当
た
り
ỏ
国
は
選
挙
に
関
す
る
功
労
者
を
表
彰
し
ま
し

た
Ố
市
か
ら
は
　
月
3
日
ỏ
多
年
に
わ
た
る
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
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と
し
て
の
活
躍
が
評
価
さ
れ
ỏ
齋
藤
氏
と
香
取
氏
の
2
人
が
受
賞
Ố
両
氏
は

現
在
も
同
協
議
会
の
委
員
と
し
て
選
挙
の
啓
発
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
Ố

（木）


